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南多摩リハビリテーションスタッフ合同会議 

第６回学術集会開催のご案内 

拝啓  

余寒なお厳しき折、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

さて、南多摩地域リハビリテーション支援センターでは恒例となりました『南多摩リハビリテーションス

タッフ合同会議学術集会』を下記日程にて開催する運びとなりました。第６回となる今年度は、 

『バリアアリー から バリアフリー へ ～それぞれの垣根を越えて～』 

をテーマに企画しております。昨年度に引き続き、東京都理学療法士会、東京都作業療法士会の共催を頂い

ております。 

 本会議の抄録集は、ISSN（国際標準逐次刊行物番号）を付与されており、国立国会図書館にも学術刊

行物として蔵書されています。従いまして、演題発表される皆様方におかれましては、学術業績として

各職場等に御報告頂ければ幸いです。 

今年度も好評を頂いておりますパネル報告コーナーを設けております。病院・施設・職場の紹介に加え、

地域・当事者活動の御紹介も歓迎致しますので、意見交換・交流の場として多くの皆様にご活用いただきた

いと考えております。なお、抄録締め切り、パネル報告申込の期間を延長しましたので合わせてお知らせし

ます。 

多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

敬具 

記 

 

日 時：平成２3 年３月 6 日（日）午前１０時～午後４時 30 分（受付開始９：３０） 

場 所：八王子市学園都市センター（東急スクエア 12 階 イベントホールおよびセミナー室）  

        東京都八王子市旭町 9 番 1 号 TEL．042-646-5611 

参 加：無 料（対象者：リハビリテーションに従事する全てのスタッフ） 

テーマ： 

『バリアアリー から バリアフリー へ ～それぞれの垣根を越えて～』 

内 容： 

○ 基調報告 

○ 特別講演 

○ 一般演題  口述発表（１５題）  

○ ポスター発表（施設・地域活動・当事者活動紹介など２０題程度） 

 

主 催：南多摩保健医療圏地域リハビリテーション支援センター 

共 催：東京都理学療法士会、東京都作業療法士会 

以上 

 



南多摩リハビリテーションスタッフ合同会議 第 6 回学術集会 

演題募集要項 

１． 応募方法 

別紙、下記要項に沿って抄録を作成し、事務局宛に CD-ROM 等の電子記録媒体を郵送または E-mail（添

付ファイル）にて送信してください。会場および時間の関係上、演題数に限りがあります。査読の上、採用

の場合は事務局よりご連絡いたします。指定の申込手続きは行いませんが、事前にご発表の御意向を事務局

宛にご連絡頂ければ幸いです。 

対象者 

   リハビリテーションに従事する全てのスタッフ（職種は問いません） 

２． 演題内容・発表形式 

１） 一般演題の発表形式は、PC プレゼンテーションによる口述発表のみで行います。スライドの枚数

制限は設けませんが、時間内で収まるよう配慮して下さい。 

２） 一般演題（口述発表）の内容は、リハビリテーションに関する自由演題とし、特に今回のテーマに

関連する内容を優先採択させて頂きます（１５題）。 

３）ポスター発表は、施設・地域・当事者活動紹介とします（２０題）。ポスターの形式は特に設けま

せんが、900 ㎜×1700 ㎜の枠に収まるようにしてください。（別紙、「ポスター見本」参照） 

４）口述発表の発表時間は７分、質疑応答３分です。 

  ５）個人情報の保護につきましては十分な配慮をお願い致します。 

３． 抄録用原稿の作成について 

１） 記載方法 

＜一般演題＞ 

① 演題名（副題）、②所属、③演者氏名（フリガナ）、④共同演者氏名（フリガナ）、⑤本文（600

～1500 字程度）を A４一枚以内に収まるように Microsoft word にて作成してください。

フォントは MS 明朝にて、ポイント数は①演題名は 14 ポイント、その他は 10.5 ポイントで

お願いいたします。 

    ＜ポスター＞ 

     抄録集への内容掲載を希望される方は、ポスター発表の希望と①施設名、または団体名を明記し、

②活動や紹介の概要を文字数 600～1500 字程度、A４一枚以内に収まるように Microsoft 

word にて作成してください。 

２） 抄録用原稿提出先 

（１） 郵送の場合 

上記事項が入力された CD-ROM、USB メモリ等の電子記録媒体および印刷原稿（１部）

を下記の連絡先までご郵送下さい。 

（２） E-mail の場合：chiiki-riha@eisei.or.jp 

抄録は『Word（ワード）』にて作成し、添付ファイルにてお送りください。用件の欄には

「第 6 回学術集会抄録原稿（施設名）」とお書き下さい。  

４．抄録締切 

 平成 23 年２月 21 日（月曜日）まで 

抄録集印刷の関係上、提出期限の厳守にご協力をお願いいたします。 

 

＜連絡先＞ 南多摩保健医療圏地域リハビリテーション支援センター 

          (事務局：永生病院内 地域リハビリテーション支援事業推進室） 

〒193-0942 東京都八王子市椚田町５８３－１５ (担当：渡邉 要一・石濱 裕規) 

TEL 042-661-4108（永生病院代表）   FAX 042-661-4025 

URL http://www.c-rehab.com/ E-mail chiiki-riha@eisei.or.jp 

mailto:chiiki-riha@eisei.or.jp
http://www.c-rehab.com/
mailto:chiiki-riha@eisei.or.jp


ポスター見本（施設紹介例） 

※ 施設紹介ともに下記のサイズに収まるように作成してください。 

掲示方法は自由です。（下図はあくまで見本です。） 

○×△会病院 東京

診療科目：内科・神経内科・整形外科・リハビリ科・歯科口腔外科

病床数：200床
一般病棟：50床（2病棟） 回復期リハ病棟：60床（2病棟）
療養病棟：90床（3病棟：介護保険30床 医療保険60床）

スタッフ構成
リハビリ担当医：510名 PT：100名 OT：70名 ST：50名 MSW：30名

【施設の特徴】
○セラピストの病棟担当制
（Unit配置）

○365日のリハビリ体制
○月1回介護者講習会の開催
○医学講座の開催
○－－－－－－－－－－－
○－－－－－－－－－－－

関連施設：介護老人保健施設△×○

住所：八王子市○○町５００－３ 電話：042-000-0000

【今後の方針】
○地域の病院として近隣医療機関、施設、介護保険事業所
との連携を強化していく。
○在宅との連携を強化するため
平成22年度より訪問事業を開始

○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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理念と基本方針
社会の一員、人として成長し、患者・利用者の望んでいる状況や幸福な姿を実現
するために、惜しみなく自らの技術・知識を研鑽し追求する専門職を育成し、
多くの仲間と共に成長し、互いに支え合う組織を目指します。

 

 

理学療法士、作業療法士の単位の読み換えについて 

＜理学療法士＞ 

本会は東京都理学療法士会南多摩・西多摩ブロックでの新人教育プログラムの一環として、東京都理学療

法士会共催で行われます。都士会員で、1 年次および 2 年次対象者は「症例検討Ⅰ・Ⅱ」、3 年次対象者は

「トピックスⅢ」に読み替えます。加えて、発表者は該当年次にかかわらず（1 年次～3 年次）「症例検討

Ⅲ」へ読み替えます。当日「受講証明書」を発行いたしますので、「受講証明書」を受け取り、後日速やか

に「単位読替」の手続きをお取り下さい（方法は都士会ニュース・HP を参照）。なお、他士会員の方へも

「受講証明書」を発行しますが、単位読替については各士会担当者へお問い合わせ下さい。 

＜作業療法士＞ 

本会は東京都作業療法士会共催ですので、研修参加者には（社）日本作業療法士協会「生涯教育制度」基

礎研修ポイントを２ポイント付与いたします。また、発表者及び講師をされた方には、それぞれ２ポイント

を加算して付与いたします。当日発行される「受講証明書」を受け取り、後日、東京都作業療法士会主催研

修会受付窓口にて提示いただければ、生涯教育手帳に押印いたします。研修会以外でのポイント付与方法に

ついては現在検討中です。なお、他県士会員のポイント付与については各県士会担当者へお問合せください。 


